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新産業振興課

　滋賀県商工労働部の商工関係課は従来、商工課、中小企業指導課、観光物産課の3課で構成されておりましたが、昨今の
経済環境変化に対応するため、平成9年度より商工観光政策課、中小企業振興課、新産業振興課に再編されました。ここで
は、工業技術総合センターの所管課である新産業振興課の概要について紹介させていただきます。
　新産業振興課は、企業の立地、中小企業の技術支援、地場産業振興、試験研究機関の調整等本県の産業の振興基盤を総
合的に推進する課として設置されました。本課は、課長以下16人で組織図のように3つの係と1つの室より構成されており、
それぞれの係・室の主な事務内容は次のとおりです。

工業技術総合センターのホームページを是非、ご覧ください。　（　http：//www.shiga-irc.go.jp/　）

Fax 0775-28-4876
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課長補佐�
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技術開発の振興、新産
業の創造と技術開発の企
画、産学官連携の推進、
試験研究機関の研究開発
および技術指導の調整に
関すること�
Tel　0775-28-3794

地域産業係�
�

地域産業振興の総合調
整、地場産業の振興、資源エ
ネルギーおよび鉱業権、地域
産業の活性化対策、砂利採取法お
よび施行に関すること�
�
　Tel　0775-28-3793

産業立地係�
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企業誘致および工場立地の総合調
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整備、物流拠点の整備に関すること�
�
　　　Tel　0775-28-3792
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課内庶務、工業振興の総合調
整、試験研究機関および計量検定所
の予算、陶芸の森、工業所有権およ

び発明考案に関すること�
�

Tel　0775-28-3791�
�
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FCF活動紹介

第２２回研修会技術講演の様子（大阪府立産業技術総合研究所にて）

　滋賀ファインセラミックスフォーラムは今年で8年目を迎えます。このフォーラ
ムは産学官の関係者で会員相互の研究、技術交流の場として設立されました。今
年度会員は企業会員が33企業、個人会員が23名となり、会員の技術分野も多岐
にわたっています。

▼活動内容

講演会

　講演会では、その時々のトピック的な内容を取り上げま
す。昨年の講演会は「マルチメディアを媒体とした新事業展
開」、ファインセラミックスセンターによる研究成果普及セミ
ナー、産学官連携に関する企画など幅広い内容を取り上げ
ました。

研修

○ファインセラミックス中級研修（研修場所：龍谷大学・滋賀
県工業技術総合センター）
ファインセラミックスに関連する技術の紹介をかねた会員
が直接装置を使って行う研修です。昨年は「機能性薄膜の
作製と評価技術」という内容で真空の基礎知識に関する講
義とPVD法（イオンプレーティング、スパッタリング）による
TiN薄膜の作製と分析、評価を行いました。分析・評価では
工業技術総合センターのＸ線光電子分光装置、走査型電子
顕微鏡、薄膜硬度計、スクラッチ試験機など化学的分析や
機械的評価を行いました。

見学会

昨年は大阪府立産業技術総合研究所において講演会と同
所の施設見学を行いました。県内の企業への見学会も行っ
ており、昨年は神港精機㈱への見学と技術講演を実施しま
した。

薄膜研究会

　昨年は新たにフォーラム内に薄膜をテーマとした薄膜研
究会を設立しました。昨年１年間で合計4回の講演会、見学会
を行いました。龍谷大学の上條教授による「薄膜の魅力と
夢」、放射光産業利用技術懇談会との共催で放射光アブレ
ーションによる薄膜創製に関する講演・施設見学など様々な
取り組みを行ってきました。

本年度の取り組み

　本年度も昨年に引き続き、本フォーラムでは様々な企画を
計画しています。今年5月には「デシジョン・マネジメントによ
る研究開発計画の立案と進め方」という内容で講演会と開
催しました。また、「産業振興施策の概要と国、県等の各種支
援制度の説明」という内容で講演会を行う予定です。研修
会、見学会等も昨年に引き続き計画しています。

　滋賀ファインセラミックスフォーラムでは、ファインセラミ
ックスに関する技術交流を中心に幅広い活動をしています。
セラミックスのエキスパートだけでなく、これまでセラミック
スとは無縁であった人、企業にも有効にセラミックスを活用
してもらうことも大きな目的としています。これからセラミッ
クスを活用しようと考えておられる方など興味のある方は当
フォーラムへの参加をお待ちしております。

問合せ先
滋賀ファインセラミックスフォーラム事務局

TEL 0775-58-1500　FAX 0775-58-1373
（滋賀県工業技術総合センター 技術第二科内）
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塑性変形解析装置
製作社・型式名　（株）島津製作所・ATS-UH

音弾性測定機構 （写真1）
送信パルス立上り時間 2nS以下
パルス繰返周波数 200～20kHz
最大受信可能帯域 200MHz
信号記録性能 4Gサンプリング／S

4Mワード記録
塑性変形測定機構 （写真2）
負荷様式 油圧サーボ方式
最大秤量 500kN（引張・圧縮・曲げ）
負荷速度 0.5mm～50mm／分
引張つかみ具間距離 1,100mm
測定台の試験有効広さ 650mm×650mm
用途
　金属材料等の試験片を引張、圧縮、および曲げ試験をしながら、
そのとき材料中を伝搬する音波特性の測定を行う。塑性変形測定
機構は、従来の万能材料試験としての単独使用も可能である。

微粒子ポリマー加工評価システム

微粒子合成部 （写真3）
TAS-1型
耐圧硝子工業（株）
反応槽容量 1000ml
最高使用圧力 100kg／cm2

最高使用温度 200℃
攪拌機トルク 6kg・cm
微粒子ポリマー複合化部（写真4）
シータコンポーザラボTHC-Lab特殊仕様
（株）徳寿工作所
仕込容積 20～40cc程度
ベッセル全容積 100cc
回転数 ベッセル側最大240r.p.m程度

ローター側最大5000r.p.m程度
加熱・冷却用ジャケット付き

樹脂溶融粘度測定部 （写真5）
ARES-2KFRTN1-STD
レオメトリック・サイエンティフィク・エフ・イー（株）
検出トルク 0.2～2000g-c
角度変位範囲 5×10-6～0.5rad以上
周波数範囲 10-5～500rad／sec
測定温度範囲 -150～600℃
用途
　微粒子合成部では、微粒子、機能性微粒子など、あらゆる化合物
を高圧下や高温下で合成する。微粒子ポリマー複合化部では、核
微粒子の表面に機能性微粒子を短時間で均一にかつ一定条件下
で付加する。複合化微粒子、樹脂、食品など常温から高温における
粘度や弾性率などの変化を測定する。

平成8年度導入機器の紹介（日本自転車振興会補助機器）

▲写真1．音弾性測定機構

▲写真2．塑性変形測定機構

▲写真3．微粒子合成部

▲写真4．微粒子ポリマー複合化部

▲写真5．樹脂溶融粘度測定部
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1．はじめに

　近年、飲料用PETボトルに代表される
プラスチック廃棄物が急増し社会問題と

なっている。PET樹脂は再生利用効果が
高く、容器包装リサイクル法の施行で自治

体等による大量の回収が見込まれるが、
異材混入を防止しリサイクル資源として

価値を高めるため厳密な選別が望まれ

る。

　本研究では、画像処理技術を利用して、

プラスチックボトルに表示された材質表

示マークを識別し、プラスチックの材質判

定を行う方法について検討を行なってき
た。そこで、これまで研究開発してきた画

像処理アルゴリズムの有効性を検証する

ため、実際にプラスチックボトルを材質表

示マークによって認識分別する「自動選
別実証化システム」を開発したので報告

する。

2．実証化システムの構成

　実証化システムは、W600×H1700×
D1200 mmで、内部は概ね上部が画像撮
影空間、下部が分別後のボトル保管用ボ

ックスである（Fig.1）。認識処理は、IBM
PC/AT互換機（CPU:Pentium166MHz、
OS:Linux）上で、側面と上面の画像から
材質表示マークとPET樹脂色（透明、緑、
その他の3種）の認識を行ない、その他の
樹脂とマークが認識できないときを加え
計4種類の分別を行なう。また、キャップ有
りの場合はボトルを返却する。分別対象と

したプラスチックボトルは、最大2リットル
（ボトル高さ305 mm）で、角型と丸型、多
様なラベル位置のボトルなどに対応可能
である。

3．画像処理アルゴリズム

　側面画像は、ボトルを回転し4方向から

プラスチックボトル自動選別実証化システムの開発
滋賀県工業技術総合センター...................... 河村安太郎・月瀬寛二・小川栄司

滋賀県東北部工業技術センター.................. 櫻井淳
立命館大学.................................................... 八村広三郎

撮影した。上面画像は、ボトル形状の認識

とキャップ有無の判別を行なった。以下

に、主な画像処理過程を述べる。

（1）ボトル画像の撮影：側面画像と上面画
像をカラーRGB形式で撮影。（Fig.2（a））
（2）ボトルおよびラベル画像切出し：画像
サイズを小さくし処理時間を短縮するた

めに、背景色部（黒）とボトル色部を除去。

（同（b））
（3）キャップ有無の判別：上面画像のキャ
ップ位置の輝度情報により判別。

（4）ボトル色の認識：ラベル画像切出し時
のボトル色部から認識。

（5）ラベル画像の平面化：角型、丸型の形
状を平面展開した画像に変換し、ボトル形

状による画像の歪みを補正。（同（c））
（6）ラベル画像の色分解：均等知覚色空
間内でいくつかの色にクラスタリング。

Fig.1：装置の外観と選別メカニズム

上面

側面
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（7）ラベル画像の２値化処理：色分解によ
り分割された各クラスタに相当する領域

を抽出。（同（d））
（8）マーク領域の抽出：材質表示マークの
幾何学的特徴に着目したマッチング処理

を適用。（同（e））
（9）文字認識：テンプレート画像を入力画
像サイズに正規化し、テンプレートマッチ
ングにより認識。（同（f））

4．まとめ

　実証化システムの開発では、画像処理

アルゴリズムの有効性の確認と問題点の

Fig.2:画像処理アルゴリズム

抽出を行なった。認識処理時間は、当初画

像処理アルゴリズムを開発していた頃１

分程度要していたのが、アルゴリズムの
改良とコンピュータ処理速度の向上など

によって5～10秒程度とほぼ実用的な時
間内での処理が行なえた。しかし、市販製

（a） （b）

（c） （d） （e） （f）

品には、目視でも分かりにくいマークの表

示位置や大きさ、マーク色が背景のラベ

ル色と同系統色などのボトルがあり、画像
処理の負荷が重く対応できないものがあ

る。画像処理の面から選別の自動化を考

えるとき、これらの統一が必要である。
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中小製造業の「人」と「組織」
技術士（経営工学）　森岡　忠美

企業は人なり

　「企業は人なり」とは昔から言われる言
葉だが、そのとおりだと思う。特に中小企業
では「人」の価値は大きいと思える。多くの
中小企業とお付き合いして、その思いはよ
り強くなっている。
　中小企業のトップの「人」がその企業の
命運を左右するのは当然だが、その他の
「人」のあり方がその企業の伸長を左右す
ることも事実である。よく中小企業のトップ
の方と話していると「うちの会社には良い
人がいない云々」という話しを聞くことがあ
るが、不思議な言葉である。そのような会
社に限って業績はあまり良くない。「人」が
いないのではなくて、育てていないのだと
思う。それが事実のようである。
　大企業と中小企業の間には、種々な内
容で差が見られる。その差が最も大きいも
のに従業員の教育があると思う。その差が
企業の発展伸長の差になって現れた結果
が、企業の大きさの差になったようにも思
える。
　私は大企業の出身だが、今から45年前
に入社したときは未だ新入社員の教育シ
ステムは現在ほど整備されていなかった。
しかし、新入社員を育てようという気運は
職場に満ちあふれていたように思う。日常
の業務は兄貴分の先輩が指導してくれた
し、上司の課長は「これを読みなさい」と言
って英文の技術文書を与え、期日を限って
内容の報告を求めた。日常の業務の指導
と並行して、技術者としての必要事項の教
育がごく自然な形で行われたように思う。
そのような形の社員教育が45年前にすで
に定着していたように思える。
　しかし多くの中小企業では、現在も業務
に直接必要な教育だけは何とか行うが、育
成に必要な教育は行われず、自分で学ぶ
機会さえ得られない企業も見られる。
　教育システムのある企業と育成教育を
行わない企業の差は、近い将来には大差

となって現れると思える。これは企業規模
の大小や、社内の時間的余裕の有る無し
にあるのではなく、企業幹部の経営感覚の
優劣にあるように思える。
　「人」を育てることは難しい仕事だと思
う。その難しい仕事を放置していては「人」
は育たない。「人」がいないと思う前に、な
ぜ「人」がいないのかを考えるべきである。
　ある会社で中堅社員の教育を担当した
とき、直接担当業務に関しては知識を持っ
ているものの、社会的な知識が非常に低
いことに驚き、幹部社員にインタビューし
たところ、その幹部社員が著名な工業新聞
の名前を知らなかったのに2度驚いたこと
があった。これでは社内の仕事はできても
社会「人」としては通用しない。企業が社会
に貢献することが目的である以上、企業人
は社会に通用する「人」でなければならな
いと思う。
　最近「中小企業の従業員教育をどうする
か」という論議をよく耳にする。これは企業
幹部の悩みを受けた第三者が、企業のた
めにあるいは自分の仕事として問題提起
している場合が多いように思う。企業人自
身が「従業員教育をどうするか」をもっと真
剣に考えるべきだと思う。
　自社の従業員教育をどうするかの答え
は、一言で言えば「機会を与えること。」で
あると思う。教育したい気持ち、受けたい気
持ちがあっても、その機会・時間がなけれ
ば如何ともしがたい。まず機会を作ってか
ら内容と方法を決めればよい。機会を得る
ことができれば、内容と方法は自由に選ぶ
こともできる。毎日1回、それが無理なら1
週間に1回「教育タイム」を設けて、全員で
学ぶ機会を持ってはどうだろうか。最初は
月に1回でもよい。まず始めることである。
　内容は何でもよい。「知りたいことを学
ぶ」ために、外部から人を招くのもよいし、
テーマを見つけて話し合うのもよい。自分
たちで学んだ事柄を発表し合う報告会な
どは、実施しやすく効果のある方法だと思

える。そういった機会の積み重ねが「人」を
作り上げていく。

「人」を活かすのは組織

　「企業は人なり」ではあるが、その「人」が
能力を発揮できなければ企業は伸びな
い。教育によって「人」が育っても、その能
力が発揮できる場がなければ「企業に人な
し」と同じことになる。
　「人」の能力を活かす場は組織だと思う。
「企業は組織なり」というのが私の信念で
ある。
　企業には必ず組織がある。しかし、その
組織が機能していない企業も多くある。機
能が生きていない形だけの組織である。こ
の形だけの企業が案外多いように思える。
　組織というものは「人」と業務との接点
であり「人」と「人」との繋がりである。「人」
と業務システムとのネットワークでもある。
　まず大切なのは「人」と「人」との繋がり
である。そこで問題になるのは「人」の管理
能力である。組織の中で「人」は何人の
「人」を管理できるか。この答えが組織の基
礎を定めることになる。私は5人以内だと
思っている。一人の管理者が完全に制御
できる人数は5名が限界だと思っている。
この1名の上司と５名の部下の関係が組織
の基本形を作り出す。

　第1図に示す基本形組織は小企業など
でよく見られる。家族中心の小企業などは
この形である。また企業内部で組むプロジ

第1図　　組織の基本形
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寄稿

ェクトチームなどもこの形である。5名のメ
ンバーに業務を分担させて、その5人の業
務をリーダーが管理する形である。
　もし、リーダーに5名の部下を完全に制
御する力がない場合は能力のある部下に
任せればよい。それが第2図の形である。リ
ーダーが直接管理する部下と間接に管理
する部下のある第2図の関係は家庭にあ
れば親子孫の関係になる。一人のリーダー
が管理できる人間関係の縦軸はこの孫ま
での2段階と考えるべきと思う。この上下の
関係をいっぱいに使って、一人のリーダー
が管理できる組織の最大は第3図の組織
となる。
　このリーダー1人、直接部下5名、間接部
下25名の31名体制が動かせる組織の最
大の形だと私は判断している。この形は、
第1図の基本形を1単位として5単位を組
み合わせた形とみることができる。その5
単位を1人の長がまとめる形である。企業
に当てはめると、社長1名、幹部社員5名、
一般社員25名の組織となる。そして5名の
幹部社員がそれぞれ1業務部門を担当し
てゆけばいい。勿論「人」の能力・業務の内
容によって第3図のような整った形にはな
り難いが、その場合は各単位を第2図のよ
うに変形させるか、小さくして行けばいい。
場合によっては小さい単位を増やすのも
良いだろう。しかし、1：5以下の形を保つと
親子孫の関係から離れて曾孫できてしまう
のも止む得ない。そして曾孫の管理は子と

孫に任すのが当然である。
　会社の業務が増大し、従業員が増えた
場合は1：5以下の形を守りながら単位を増
やして行けばよい。私がお手伝いしてきた
企業の中で業績の良い企業に第3図に近
い30人組織とその5倍の150人組織を形と
して持っている企業が多いことから、この
「組織」の形を導き出すことができた。以
来、多くの企業の幹部の方にこの形をお話
ししているが、概ね良案として受け入れて
いただいているようである。

「組織」と業務の組み合わせ

　「組織」が形だけで終わっては意味がな
い。「人」と「人」との繋がりが「組織」の形で
あり、好ましい形については上述したとおり
だが、その形が業務上効果的に機能してく
れなくては意味がないのは言うまでもな
い。
　企業の中で行われている業務には、種
々雑多と言えるほど多くの業務がある。そ
の中には付加価値の高い有効な業務から
価値の低い雑用まで混じりあって存在して
いる。そして価値の低い雑用ほど種類が多
く、担当している社員も多くなる。例えば生
産管理担当者が
材料や部品を工場内を捜し回る仕事や、事
務担当者の伝票記入仕事や帳簿つけ仕
事。止めたくても止められないこれらの仕
事のために、本来実行しなければならない

第2図　　基本形の変形

業務に集中できる時間が少なくなり生産
計画立案が疎かになったり、経営資料の内
容が軽薄になったりしてしまう。これらの要
因には、業務に対するシステム的な甘さと
分析不足が存在するのだが、「組織」が有
効に機能していないことも見逃せない。
　業務・仕事には機能がある。一例として
設計部署のAB二人の人が「図面を画く」
仕事をしていたとする。二人は同じ「図面を
画く」という機能の仕事をしているが、Aは
「新商品を試作する」ために「図面を画く」
仕事をしており、Bは「受注仕様に合わす
改造をする」ための「図面を画く」仕事をし
たとする。明らかにこの二人の仕事の目的
は違っている。「図面を画く」という機能は
同じでも目的とする機能が違う二人を同じ
設計部署に配置しておいて良いものだろ
うか？　もう一つ「改造設計」を必要とする
仕事が入ってきたらＡは「新製品を試作す
る設計」を保留し「改造設計」を担当しなけ
ればならなくなるのではないだろうか。こ
の二人の所属が「開発部署」と「設計部署」
に分かれていたら、Aは「新商品を試作す
る設計」に専心することができると思う。
　このように「組織」というものは「人」の業
務にとって大きく影響するものである。こ
れが「人」を活かすのは「組織」であるとい
う理由である。
　「組織」を考えるとき、見直しを考えると
きは「人」の行っている業務を考えなけれ
ばならない。行っている仕事の機能を考え
るのではなく、その仕事が何のために行っ
ているのかを分析し、目的となっている機
能を確認し、その業務を「組織」の機能とし
て考えることが必要である。その「機能」を
「人」に置き換えて組織を考えてみれば「機
能の組織図」ができあがる。そこに「人」を、
その適性・能力を考えて当てはめれば
「人」を活かせる組織を作ることができる。
　企業は人なり。人は組織によって活きる
ものである。

第3図　一人のリーダーが管理できる最大の組織
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研修・セミナーのお知らせ

滋賀県工業技術総合センター
520-30 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232
TEL 0775-58-1500　FAX 0775-58-1373
http：//www.shiga-irc.go.jp/

（社）発明協会滋賀県支部
520-30 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

（工業技術振興会館内）
TEL 0775-58-4040　FAX 0775-58-3887

（財）滋賀県工業技術振興協会
520-30 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

（工業技術振興会館内）
TEL 0775-58-1530　FAX 0775-58-3048

Vol.45
平成9年7月20日発行 ご意見・ご要望などございましたら、工業技術総合センター 管理課 河村まで、お気軽にお寄せ下さい。

ISO普及セミナー

日時 平成9年9月10日（水）　PM1:30～PM5:00
場所 滋賀県工業技術総合センター
対象 県下企業・一般の方、ISOの業務担当者
内容
１．「ISO14000と環境法規について」

滋賀県琵琶湖環境部環境政策課　副参事　加賀爪敏明氏
２．「ISO規格の動向と企業の取得動向について」

（財）日本品質保証機構ISO関西支部　担当部長　真先邦二氏

問合せ先
滋賀県工業技術総合センター　技術第二科

TEL 0775-58-1500　FAX 0775-58-1373

情報システム技術者養成講座

●研修のねらい

    情報システムの構築技術は経営の合理化、生産性の向上のた
めには、必要不可欠な技術となりつつあります。
    本研修は、コンピュータ基礎、情報ネットワーク、データベースな
どの情報システム、マルチメディアやコンピュータグラフィックス
などの情報アプリケーションからなり、実践的な情報システム技術
者の養成を目的にしています。
●研修場所

工業技術振興会館（滋賀県工業技術総合センター別館）
立命館大学　びわこ・草津キャンパス
●募集要項

募集人員 20名
受講資格 高等学校卒業もしくは同等以上の学力を有する方
●研修期間

Ｈ9年9月22日～12月上旬（週2日程度）
講義／原則として夜間　実習／昼間
●受講料

85,000円程度（1名）
問合せ先
（財）滋賀県工業技術振興協会

TEL 0775-58-1530　FAX 0775-58-3048

成平 9 第　度年 2 ムラュキリカ座講成養者術技ムテスシ報情　期

師講／目科／科教 位単 容　内　　　　　 日義講

礎基タ－ュピンコ
ライパンコ

秀幸山高　授教助　学大館命立 1 いつに系理処のそと理原の語言グンミラグロプ
。るす説概て 22/9 ）月（

論成構機算計
弘勝崎山　授教　学大館命立 1 ピンコドーボ用育教と説解の理原作動の機算計

。う行を験実るよにターュ 52/9 ）木（

学工アエウトフソ
淳西大　授教　学大館命立 1 アェウトフソに心中を法技発開のアェウトフソ

。るす明説ていつに要概の学工 92/9 ）月（

ムテスシグンイテ－レペオ
嗣英保久大　授教　学大館命立 1 SO 。るす明説ていつに項事本基るけおに 2/01 ）木（

路回理論
璋岡房　授教　学大館命立 1 に法手計設の路回序順にびらな路回理論せ合組

。るす説解ていつ 6/01 ）月（

XINU 習演ンョシ－レペオ
祐洋藤佐　授教助　学大館命立 1 VmetsyS 系 XINU を習演の作操本基の swodniW-X

。う行てっ使をムテスシ 8/01 ）水（

XINU 習演グンミラグロプ
介啓原　師講　学大館命立 1 サのかつ幾ていつにトプリクスルェシと語言Ｃ

。う行を習演てじ通をルプン 51/01 ）水（

XINU 理管ムテスシ
司圭田津　学大館命立 1 XINU 管クーワトッネびよお理管ザーユるけおに

。るす説解ていつに本基の理 71/01 ）金（

クーワトッネ報情
信通ターデ

彦喬田山　授教　学大館命立 1 の報情グロナア MCP 要本基の信通ターデ、化
。るす説解ていつに連関の網種各、件 12/01 ）火（

NAW 論概
豪野東　）株（話電信電本日 1 NTSP 、 NDSI に網信通域広どなーレリムーレフ、

。るす説解ていつ 42/01 ）金（

ルコトロプ信通
次裕谷南　んでんき）株（ 1 PI/PCT 、 IUEBteN にルコトロプ信通に心中をどな

。るす説解ていつ 72/01 ）月（

NAL 論概
次裕谷南　んでんき）株（ 1 どなタールやルブーケ NAL ていつに素要成構の

。るす説解 82/01 ）火（

NAL 習実築構
司淳川新　）株（話電信電本日 4

XINU Ｗ、 TN-swodni Ｗ、 1.3swodni Ｗ、 59swodni
習実ていつに法手、築構クーワトッネるよに等
。）どな有共クスィデ、有共タンリプ（う行を

92/01 ）水（
03/01 ）木（

論概トッネ－タンイ
一彰藤斎　学大館命立 1 ンョシーレトスンモデと説解のトッネータンイ

。う行を 01/11 ）火（

習実トッネ－タンイ
弘昌本池　学大館命立 1 LMTH を習実成作のジーペムーホと習学の語言

。う行 01/11 ）火（

ムテスシ報情
クーワトッネ信通トンェジーエ

造了本岸　授教　学大館命立 1 ターュピンコの代世次るわ代にトッネータンイ
。案提のクーワトッネ 31/11 ）木（

論概ムテスシ報情
美幸上井　授教　学大館命立 1 設のそ、しにから明を念概本基のムテスシ報情

。るす説解を法技発開・計 71/11 ）月（

論概ムテスシスーベターデ
二恭越川　授教　学大館命立 1 に例事用活のそと要概のムテスシスーベターデ

。るす説解ていつ 02/11 ）木（

ンョシーケリプア報情
能知工人

均　川小　授教　学大館命立 1 テスシ用応らか念概な的本基ていつに決解題問
。るす介紹をでまム 72/11 ）木（

ンョジビターュピンコ
剛　徐　授教助　学大館命立 1 よに視動運と視眼両、出抽徴特、ルデモラメカ

る3 。るす介紹をどな元復の状形元次 1/21 ）月（

スクッィフラグターュピンコ
郎三広村八　授教　学大館命立 1 いつに法技本基のスクッィフラグターュピンコ

。るべ述て 4/21 ）木（

理処報情声音
一洋下山　授教助　学大館命立 1 声音のめたの索検報情びよおスーェフータンイ

。るす説解ていつに術技理処報情 9/21 ）火（

アィデメチルマ
美弘中田　授教　学大館命立 1 ィデメチルマたし合統をどな声音・像映・字文

。るす介紹を状現と景背的術技のア 52/11 ）火（

ムテスシ能知
有且井亀　授教助　学大館命立 1 伝遺、クーワトッネルラーュニ、論理ィジァフ

（ムズリゴルア的 AG 。るす説解ていつに） 11/21 ）木（

　計合 72 （位単 1 位単 3 計：間時 18 ）間時
（間夜則原：考備 02:71 ～ 02:02 。すましと間昼は義講む含を習実。講開に）


